
黒黒羽庁舎

　

今
回
は
、
大
関
家
文も

ん
じ
ょ書（
黒
羽
藩
主
大
関
家
伝
来
の
古
文
書

群
）の
中
か
ら「
黒
羽
道
中
図
画
」を
紹
介
し
ま
す
。
折
本
に
仕

立
て
ら
れ
て
お
り
、
縦
は
12
・
５
㎝
で
す
。
横
は
長
大
に
よ
り
、

現
在
展
示
中
の
大
関
記
念
室
内
の
長
さ
３
・
５
メ
ー
ト
ル
の
ガ

ラ
ス
ケ
ー
ス
で
は
全
体
を
開
き
き
れ
ず
、
後
半
部
分
を
一
部

端
折
っ
て
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

本
資
料
は
、
黒
羽
城（
本
丸
手
前
の
中
門
）か
ら
江
戸（
日
本

橋
）ま
で
の
道
程
を
赤
線
で
示
し
た
も
の
で
、
黒
羽
藩
主
大
関

氏
や
黒
羽
藩
士
ら
が
国く

に
も
と許
と
江
戸
藩
邸
を
往
来
す
る
際
の
参

考
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。「
中
川
」（
那
珂
川
）

に
船
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
の
で
、
本
資

料
の
作
成
時
期
は
天て

ん
ぽ
う保

７
年（
１
８
３
６
）以
降
、
江
戸
時
代

後
期
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
松
葉
川（
那
珂
川
の
支
流
）

は「
前
田
川
」と
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

本
資
料
は
、
黒
羽
城

内
を
抜
け
、
田
町
を
通

り「
中
川
」を
渡
り
、
向

下
町
に
出
た
後
、
福
原

道
を
通
っ
て
行
く
ル
ー

ト
を
示
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
は
、
喜
連
川
を

経
て
、
阿
久
津
河
岸
で

川
越
え
し
て
、
白
沢
・

宇
都
宮
・
雀
宮
な
ど
を

通
過
し
て
い
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
ま
す
。
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地 域 の ひ ろ ば

　

今
回
は
、
与
一
と
ゆ
か
り
の
あ
る
那
須
神
社
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

那
須
神
社
は
、
仁に

ん
と
く徳

天
皇
の
御み

よ代
に
下
野
国

く
に
の
み
や
つ
こ

造
の

奈な
ら
わ
け
の
み
こ
と

良
別
命
が
金き
ん
け
い瓊
を
埋
め
塚
を
築
き
、
祠
ほ
こ
ら
を
建
て
た
こ
と

か
ら
始
ま
る
と
さ
れ
る
由
緒
あ
る
神
社
で
す
。
南
金
丸
の

道
の
駅
や
伝
承
館
の
す
ぐ
隣
に
位
置
し
ま
す
。
坂
上
田
村

麻
呂
や
源
義
家
、
那
須
氏
や
大
関
氏
な
ど
の
武
家
か
ら
代
々

厚
い
信
仰
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
か
ら
８
３
５
年
前
の
元げ

ん
り
ゃ
く暦

２
年（
１
１
８
５
）、
屋
島

の
戦
い
で
与
一
は
扇
の
的
を
射
落
と
し
ま
し
た
。
時
期
は
、

『
平
家
物
語
』に
よ
る
と
２
月
18
日（
現
在
の
暦
に
直
す
と
３

月
21
日
頃
）と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
与
一
は
扇
を
射
る
際
、

神
仏
に
祈
り
ま
す
。
そ
し
て
無
事
射
落
と
せ
た
こ
と
へ
の

お
礼
と
し
て
、
那
須
神
社
に
太
刀
を
奉
納
し
ま
し
た
。

　

こ
の
太
刀（
伝
、
弘ひ
ろ
つ
な綱
）は
現
存
し
て
お
り
、
那
須
与
一

伝
承
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
那
須
神
社
で
毎

年
３
月
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
永え
い
だ
い
だ
い
か
ぐ
ら

代
々
神
楽
も
、
与
一
が
京

都
か
ら
神
職
と
雅
楽
の
奏
者
を
呼
ん
で
祭さ
い
じ祀
を
行
わ
せ
た

こ
と
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
与
一
と
も
ゆ
か
り
の
深
い
那
須
神
社
で

は
、
現
在
、
保
存
・
活
用
に
向
け
た
動
き
が
進
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
与
一
が
奉
納
し
た
太
刀
や

戦
国
時
代
に
白
川
氏
が
奉
納
し
た
太
刀
が
修
復（
研
磨
）さ

れ
、
き
れ
い
な
姿
に
戻
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
太
刀
や
保
存
・
活
用
に
向
け
た
調
査
の
一
端

を
、
２
月
11
日（
火
）か
ら
伝
承
館
で
公
開
し
ま
す
。
こ
の

機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●ふあふあマット
　ぴょんぴょん子ども達は上手に飛び

跳ねます。バランス感覚が育ちます。

●ボールプール
　カラフルなボール

がいっぱい！写真
映え間違いなし！

●ごっこ遊び
ごっこ遊びの出来るキッズタウンには、
なりきりコスチュームもあります。

■子ども達は「あそび」を通してルールを学び「からだ」を
育てます。来館して子ども達の成長を感じてください。

問
那
須
与
一
伝
承
館　
　
（
２
０
）０
２
２
０

那
須
与
一
と
那
須
神
社

黒
羽
道
中
図
画

第73回

問
黒
羽
芭
蕉
の
館　
　
（
５
４
）４
１
５
１

●場所…トコトコ大田原２階
●開館時間…午前９時～午後５時
●費用…１歳～小学６年生のお子様一人につき
　200 円（保護者・1 歳未満のお子様無料）
●休館日…第１月曜日（祝日の場合その翌日）

■遊具紹介
●ネットジャングル（滑り台）
最初は怖くて滑ることが出来な
かった子ども達がチャレンジ。

「できた！」は子ども達に大きな自
信を与えます。

　子ども未来館内のわくわくらんど・キッズタウン
は、子ども達が遊べる屋内遊具施設です。天候に左
右されず元気いっぱい安全・安心に遊べます。

問子ども未来館　　（４７）４１２５

子ども未来館のお知らせ

（
与
一
が
奉
納
し
た
太
刀
・
伝
、
弘
綱
）
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■イベント情報■
【双眼鏡で冬の星空を見よう】

●日時…２月 15 日 ( 土 )　午後６時～８時
●場所…ふれあいの丘天文館
●内容…はじめに双眼鏡の

操作を確認します。２階
テラスにて冬の星座の説
明、双眼鏡による星雲・
星団観望をします。

　　アンドロメダ大星雲、
オリオン大星雲、プレア
デス星団、ヒアデス星団などが観望予定です。

●参加対象…一般（中学生以下は保護者同伴）
●定員…総員 15 名様（先着順）
●費用…小中学生１名 100 円、大人１名 300 円
●備考…(1) 双眼鏡は、天文館で準備します。
　　　　(2) 当日が曇天・雨天時の場合は、星空の観望
　　　　　はできません。（内容を変更します）
●申込方法…天文館に電話で申し込み。

【携帯電話で月を撮影しよう週間】
●日時…３月 1 日（日）～６日（金）（３月２日休館）
　　　　期間中の夜間、第６～８回観望
●場所…ふれあいの丘天文館
●内容…望遠鏡の接眼部に携帯電話のカメラ部分を

合わせ撮影します。
期間中は、半月から満月へと変わります。雲天・雨

天の場合は撮影できません。

●参加対象…一般（中学生以下は保護者同伴）
●定員…各回 10 名ずつ ( 保護者を含む ) です。
●費用…小中学生１名 100 円、大人１名 300 円
●申込方法…天文館に電話で申し込み。

天文館だより

■２月の自然観察館は常設展示
　テーマを設けた企画展ではありませんが、多くの種
類の昆虫、そしてあまり出番がなかったものを展示し
ようという趣旨で、チョウ、タマムシ、オサムシ、セミ、
トンボ、バッタ、カマキリ、ハチなどを展示しています。
　また、昨年 10 月、大田原市の鳥は「ウグイス」と「ヒ
バリ」に決定しましたが、今回、トピック展示として市
内で見ることのできる野鳥を写真で紹介しています。

■生きているカブトやクワガタに触って遊ぼう！
　この寒い時期、多くの昆虫は
活動を休止していますが、当館
では、今でも、生きているカブ
トムシやクワガタムシを見るこ
とができます。また、ヘラクレ
スオオカブトやニジイロクワガ
タなど、現在、５種類に自由に触れます。アメリカザリ
ガニもいますよ！

自然観察館だより
（28）3251　　http://kansatukan.jp/ ■ヒメシロチョウ

　先月も紹介しましたが、現在、
県内では絶滅したと考えられてい
ます。前翅長 19 ～ 24mm。モン
シロチョウよりもこぶりで翅

はね

の形
は横長。

■自然観察会（早春の探鳥会）
　柔らかな光が降り注ぐ早春に、ふれあいの丘で野鳥を
観察します。日本野鳥の会と共催。
●日時…３月７日 ( 土 )　午前９時～ 11 時 30 分
●集合‥ふれあいの丘駐車場　※のぼり旗が目印
●対象…どなたでも（小学生以下は保護者同伴）
●費用…300 円 ( 野鳥の会会員 100 円、中学生以下無料 )
●持ち物…雨具、筆記用具、双眼鏡（当館でも用意して
います）
●その他…申込不要、小雨決行

【お知らせ】
３月３日（火）～６日（金）は展示替えのため臨時休館
※春の企画展「世界のチョウ・日本のチョウ展」は、３月
７日 ( 土 ) からスタートします。タテハチョウ科に属す
るチョウを中心に紹介する予定です。

休館日…毎週月曜 (祝日を除く )、祝日の翌日 (日曜を除く )
■開館時間…午前９時～午後５時（入館は午後４時まで）

休館日…毎週月曜（祝日を除く）、祝日の翌日（日曜を除く）
■開館時間…午前９時～午後９時 30 分
　　　　　　（入館は午後８時 30 分まで）

（28）3254　　http://www.fureai-tenmonkan.jp/

写真「月 ( イメージ )」
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大田原図書館からのお知らせ
大田原図書館　　（23）4560　通年 9:00～19:00
黒羽図書館　　　（59）0855　平日 9:30～18:30　土日祝 9:30～17:30
湯津上図書室　　（98）7037　通年 9:00～17:00

※休館日は生活カレンダーをご覧ください。

那須野が原ハーモニーホール （24）0880 https://www.nasu-hh.com/
※友の会会員優先予約、友の会割引料金についてはお問い合わせください。

大田原図書館
おはなしコーナー

ピノキオおはなし会 ２月16日（日）・３月１日（日）　午後２時～３時

読み聞かせ
紙しばい

など

こどものつどい
出演：ガールスカウト ３月８日（日）　午後２時～３時

トコトコ大田原 3 階
つどいの広場 にじいろおはなし会 ２月25日（火）　午前11時から　

しんとみ子育て支援センター おひさまぽかぽかの会 ２月14日（金）・３月13日（金）　午前11時から
黒羽図書館 2 階視聴覚室 コアラおはなし会 ３月８日（日）　午前11時から

こんにちは。
大田ワラオです。
今月 4 日は立春とのこと。暦の上
では春ですが、まだまだ寒い日が
続きますね。

★湯津上庁舎図書室　臨時休館のお知らせ★
　庁舎内カーペット清掃のため、３月１４日（土）は臨時休
館いたします。
　ご不便をおかけいたしますが、ご理解、ご協力をお願い
いたします。なお、大田原図書館、黒羽図書館は通常通り
開館いたします。

●オーケストラ養成講座（那須フィルハーモニー管弦楽団）
受講日…水曜日　午後７時～９時
対象者…小学校高学年以上（オーケストラが使う楽器を所
有し、ある程度演奏できる方）

●ジュニアオーケストラ・ワークショップ（那須野が原ハー
モニーホール・ジュニアオーケストラ）
受講日…毎月１～２回・土日祝日  午後１時 30 分～４時 30 分
対象者…小学４年生～大学生（楽器の演奏経験があり、使
用する楽器を自分で用意できる方）

●合唱団育成講座
「一般の部」（那須野が原ハーモニーホール合唱団）

受講日…月曜日　午後７時～９時
対象者…高校生以上

「少年少女の部」（那須野が原少年少女合唱団）
受講日…木曜日　午後６時 45 分～８時 45 分
対象者…小・中学生

●演劇講座
受講日…火曜日　午後７時 15 分～９時 15 分
対象者…中学生以上　　　※ミュージカル部門は別途告知

　このたび、より多くのお客様に友の会にご入会いただき、ホールに足をお運びいただきたく、2020 年４月１日より年会
費を下記のとおり改定することといたしました。ご不明な点がございましたらハーモニーホール友の会事務局までお問い
合わせください。

【会員特典】
・チケット発売２日前からお電話でチケットのご予約ができます。
・催し物案内や主催事業のチラシなどを毎月郵送いたします。（ペア会員、家族会員、団体会員は代表者のみに郵送）
・財団が指定する公演にご招待いたします。（招待者数には限りがあります）

【有効期限】
ご入会された日から翌年の同月月末まで１年間です。
例＞ 2020 年５月 14 日に入会された場合、2021 年５月 31 日まで有効

※「特典有効人数」は、優先電話予約やチケット割引など、「会員の特典が有効となる人数」です。たとえば、個人会員ですと、
優先的に電話予約できる枚数は 1 公演につき 1 枚のみ、会員割引となるチケットも 1 枚のみです。

【2020 年度  自主講座受講生募集】３月１日（日）より受付開始

2020 年４月１日より年会費がお安くなります！

会員区分 現年会費 新年会費 特典有効人数※

個人会員 1,000 円 500 円 1 名
ペア会員 1,500 円 1,000 円 2 名まで
家族会員 2,000 円 1,500 円 5 名まで

団体会員 10 名 8,000 円 一口：2,500 円（複数口可）
一口につき
10 名まで20/30/

50/100 名
15,000/20,000/

30,000/50,000 円 廃止 
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